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8〈火成岩のでき方〉ビーカーＡ，Ｂに湯を入れてミョ
ウバンを溶けるだけ溶かしたあと，図１のようにビー
カーＡは氷水に，ビーカーＢは湯に入れてしばらく置
いた。その結果，図 2のような結晶がそれぞれできた。
　⑴ 　図 2のように，ビーカーＡ，Ｂの結晶のでき方
が異なったのはなぜか。ビーカーＡ，Ｂのちがい
がわかるように，簡単に書け。

　　（　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　）
　⑵ 　ビーカーＡ，Ｂは，それぞれ火山岩と深成岩の

どちらのでき方を表したものか。
 Ａ（ 火山岩 ）　Ｂ（ 深成岩 ）

9〈火成岩の種類〉図は，火成岩の種類とそれに含まれる鉱物の割合についてまとめたものである。

⑴ 流紋岩に最も多く含まれている鉱物を次から選べ。 （ ㋐ ）
　　㋐　長石　　㋑　角閃石　　㋒　輝石　　㋓　カンラン石
　⑵　図の①，②にあてはまる岩石名をそれぞれ書け。

①（ 安山岩 ）　②（ 花こう岩 ）
　⑶　流紋岩と玄武岩のうち，白っぽい色をしているものはどちらか。 （ 流紋岩 ）
　⑷　⑶で，そのように判断した理由を，簡単に書け。
　（ 流紋岩のほうが無色鉱物の割合が大きいから。 ）

10〈火山と火成岩〉図のＡは黒っぽい火成岩，Ｂは白っぽい
火成岩の表面のようすを模式的に表したものである。
　⑴　Ａ，Ｂのようなつくりをもつ火成岩を何というか。
 （ 深成岩 ）
　⑵ 　Ａ，Ｂのようなつくりをもつ火成岩のでき方を，マグ

マの冷える場所と冷え方がわかるように，簡単に書け。
　　（ マグマが地下の深いところでゆっくりと冷え固まってできる。 ）
⑶ Ａの火成岩ができた火山について述べたものを，次からすべて選べ。 （ ㋑，㋒ ）
㋐　マグマのねばりけが強い。　　㋑　斜面がゆるやかな形をしている。

　　㋒　おだやかに噴火する。　　　　㋓　昭和新山と同じような形をしている。
⑷ Ｂのような火成岩をつくる火山では，噴火のときに，高温の火山噴出物が高速で斜面を下る現
象が起こることがある。これを何というか。 （ 火砕流 ）

ビーカーAは急に，ビーカー Bは
ゆっくり冷やされたから。

石英

黒雲母長石角閃石
輝石カンラン石

火山岩 玄武岩 ① 流紋岩

深成岩 斑れい岩 閃緑岩 ②
お
も
な
鉱
物

の
割
合

 無色鉱物
 有色鉱物
 その他　

氷水 湯

ミョウバンの水溶液

図１
A B

図２
A B

A B
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1 火山の噴火

3 火山灰に含まれる鉱物

無
色
鉱
物

石
せき

英
えい

・ 無色か白色
・ 不規則に割れる。

長
ちょう

石
せき

・ 白色～灰色，うす桃色
・ 決まった方向（柱状

や短冊状）に割れる。

有
色
鉱
物

黒
くろ

雲
うん

母
も

・ 黒色～褐
かっ

色
しょく

・ 薄くはがれる。
　（板状や六角形）

角
かく

閃
せん

石
せき

・ 暗褐色，または
　緑黒色
・ 長い柱状や針状の形。

輝
き

石
せき

・暗緑色
・ 短い柱状や短冊状

の形。

カンラン石
せき

・ 黄緑色～褐色
・ 不規則な形。
　（丸みのある形）

磁
じ

鉄
てっ

鉱
こう

・ 黒色
・ 不規則な形で
　磁石につく。

A マグマと火山
⑴ マグマと溶

よう
岩
がん

1

 　地下で岩石が熱などによりどろどろにとけたものを
マグマといい，地表に流れ出たものを溶岩という。
⑵ 火山噴出物

 　火山が噴
ふん
火
か
したときに噴き出されたものをまとめて

火山噴出物という。
① 火山ガス…噴火のときに噴き出す気体。主成分は 
水蒸気で，二酸化炭素，二酸化硫

いおう
黄を含む。

②火山灰…直径が 2 mm以下の岩石。
③ほかに軽石，火山れき，火山弾，溶岩などがある。
⑶ 鉱物 2 ，3

マグマが冷えてできる結
けっ
晶
しょう
の粒。白っぽいものを 

無色鉱物，黒っぽいものを有色鉱物という。

⑷ マグマのねばりけと火山 4

マグマのねばりけが異なると，火山の形や噴火のよ
うす，火山灰や岩石の色が異なる。

傾斜がゆるやかな火山
（たて状火山）

円
えん

錐
すい

形の火山
（成層火山）

ドーム状の火山
（溶岩ドーム）

火山の形

マグマのねばりけ 弱い 強い
噴火のようす おだやか 激しい

火山灰や岩石の色 黒っぽい 白っぽい
火山の例 マウナロア，マウナケア，キラウエア 三

み
原
はら
山
やま
，桜

さくら
島
じま
，富

ふ
士
じ
山
さん

雲
うん
仙
ぜん
普
ふ
賢
げん
岳
だけ
，昭

しょう
和
わ
新
しん
山
ざん

2 火山灰の観察

4 マグマのねばりけと火山の特徴

溶岩が広い範囲に，薄く
平らに広がっている。

断面を見ると，溶岩と火山
灰，火山れきなどが交互に
噴出した層になっている。

溶岩そのものが，もり上
がってドーム状（つりがね
状）になっている。

火山灰と少量の水を入れ，指で押し洗いし
て，にごった水を捨てることをくり返す。

火山灰と水

蒸発皿 双眼実体顕微鏡

噴火

マグマ
だまり

マグマの
上昇

マグマので
きるところ

火山と火成岩
4章　大地の変化

　    900℃～1200℃

　    冷えて固まったものも溶岩という

　    マグマがもとになっている

　    マグマが空中で冷え固まったもの　    2mm以上のもの

　    マグマから気体が出ていったときの穴が多数ある
　    いくつかの平面で囲まれている
　    規則正しい形をした物質

　    白色鉱物ともいう

　    有毒ガス

　    過去1万年以内に噴火が
　    起きた火山を活火山という

　    伊豆大島火山
　   たて状火山に分類されることもある
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石英

黒雲母

長石

角閃石輝石カンラン石

その他の鉱物
（磁鉄鉱など）

⑸ 火山の噴火による恵みと災害

① 火山による恵み…火山灰による養分が豊富な土
ど
壌
じょう
，

変化に富む景色，温泉，地熱発電など。
② 火山による災害…溶岩流や火

か
砕
さい
流
りゅう
の発生，溶岩や火

山灰によって建物が埋まるなど。
③ 被害を小さくする工夫…噴火警報の発表，ハザード
マップの作成など。

B 火成岩 5 ～ 7

マグマが冷えて固まった岩石を火成岩という。火成岩
はでき方のちがいによって火山岩と深

しん
成
せい
岩
がん
に分けられる。

⑴ 火山岩

 　細かい粒でできた石
せっ
基
き
の中に，斑

はん
晶
しょう
という比較的大

きな鉱物（結晶）が散らばった，斑
はん
状
じょう
組
そ
織
しき
をもつ岩石。

マグマが地表や地表付近で急に冷え固まってできるた
め，ほとんどの鉱物は大きな結晶にならない。
⑵ 深成岩

ほぼ同じ大きさの鉱物（結晶）が組み合わさった， 
等
とう
粒
りゅう
状
じょう
組
そ
織
しき
をもつ岩石。マグマが地下深いところで

ゆっくりと冷え固まってできるため，火山岩と比べる
と 1つ 1つの鉱物の粒が大きくなる。

火成岩　   岩石のつくり　　できるところ

・火山岩……斑 状 組 織……地表や地表付近

・深成岩……等粒状組織……地下深いところ

⑶ 火成岩の種類 8

火成岩は含まれる鉱物の割合によって，およその色
が決まり，そのつくり（組織）と含まれる鉱物の種類と
割合によって 6種類に分けられる。

5 火成岩のできるところ

6 火成岩のつくり

7 冷やし方のちがいによる結晶のでき方

8 火成岩の鉱物の割合

火山岩 玄
げん

武
ぶ

岩
がん

安
あん

山
ざん

岩
がん

流
りゅう

紋
もん

岩
がん

深成岩 斑
はん

れい岩
がん

閃
せん

緑
りょく

岩
がん

花
か

こう岩
がん

火成岩の色 黒っぽい 白っぽい

おもな鉱物と
その割合

火山岩

深成岩

火山岩（安山岩） 深成岩（花こう岩）

（細かい粒）
（大きな鉱物）

斑状組織 等粒状組織

ほぼ同じ大
きさの鉱物

石基
斑晶

氷水 湯

氷水で急速
に冷やす。

湯につけ，そのまま放
置してゆっくり冷やす。

ミョウバンの水溶液

カルシウムなどのミネラル成分    　

　    高温の火山噴出物が，
　    高速で斜面を下る現象

    斜面を下る溶岩

小さな鉱物の集まりやガラス質の部分    　

火山の噴火などの災害発生時
に予想される被害や避難場所
を整理した地図    　

　    地下深くでゆっくり冷え
　    固まってできた

火山灰と同じように，含まれる成分によって色が変わる    

    斑状組織か等粒状組織か
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1

密度
　　ある物体の体積は15cm3で，質量は117gであった。ただし，⑵，⑶は⑴で求めた密度を使って，
求めよ。
⑴ この物体の密度は何g/cm3か。
⑵ 同じ種類の物質でできた，体積25cm3の物体の質量は何gか。
⑶ 同じ種類の物質でできた，質量39gの物体の体積は何cm3か。

⑴ 密度〔g/cm3〕＝ 質量〔g〕
体積〔cm3〕 より，

117g
15cm3＝7.8g/cm3

⑵ 質量〔g〕＝密度〔g/cm3〕×体積〔cm3〕 より，7.8g/cm3×25cm3＝195g

⑶　体積〔cm3〕＝ 質量〔g〕
密度〔g/cm3〕 より，

39g
7.8g/cm3＝5cm3 ⑴7.8g/cm3　　⑵195g　　⑶ 5cm3

1 次の物質の密度はそれぞれ何g/cm3か。
⑴ 体積 5cm3，質量52.5gの物質。 （ 10.5g/cm3 ）
⑵ 体積12cm3，質量32.4gの物質。 （ 2.7g/cm3 ）
⑶ 体積20cm3，質量15.8gの物質。 （ 0.79g/cm3 ）
⑷ 体積45cm3，質量868.5gの物質。 （ 19.3g/cm3 ）

2 次の物質の質量はそれぞれ何gか。
⑴ 密度7.9g/cm3，体積14cm3の物質。 （ 110.6g ）
⑵ 密度0.92g/cm3，体積 6cm3の物質。 （ 5.52g ）
⑶ 密度2.7g/cm3，体積35cm3の物質。 （ 94.5g ）
⑷ 密度1.2g/cm3，体積28.5cm3の物質。 （ 34.2g ）

3 次の物質の体積はそれぞれ何cm3か。
⑴ 密度9.0g/cm3，質量162gの物質。 （ 18cm3 ）
⑵ 密度0.91g/cm3，質量5.46gの物質。 （ 6cm3 ）
⑶ 密度1.4g/cm3，質量48.3gの物質。 （ 34.5cm3 ）
⑷ 密度10.5g/cm3，質量254.1gの物質。 （ 24.2cm3 ）

4 ある物体の体積は15cm3で，質量は132gであった。ただし，⑵，⑶は⑴で求めた密度を使って，
求めよ。
⑴ この物体の密度は何g/cm3か。 （ 8.8g/cm3 ）
⑵ 同じ種類の物質でできた，体積25cm3の物体の質量は何gか。 （ 220g ）
⑶ 同じ種類の物質でできた，質量44gの物体の体積は何cm3か。 （ 5cm3 ）

密度4
計算
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　　ある金属球の質量と体積をはかると，質量は135.0g，体積は50.0cm3であった。
⑴ この金属球の密度は何g/cm3か。
⑵ この金属球は，右の表のどの金属でで
きていると考えられるか。

⑴ 135.0g
50.0cm3＝2.70g/cm3

⑵ 密度は物質ごとに決まっている。 ⑴2.70g/cm3　　⑵アルミニウム

5 ある物体の質量を電子てんびんで測定したところ201.6gだった。また，
40.0cm3の水が入ったメスシリンダーにその物体を入れると，62.5cm3を
示した。
⑴ メスシリンダーの目盛りが62.5cm3を示すときの水面を，図にかけ。
⑵ 物体の体積は何cm3か。 （ 22.5cm3 ）
⑶ 物体の密度は何g/cm3か。 （ 8.96g/cm3 ）
⑷ この物体は，右の表のどの金属でできていると
考えられるか。 （ 銅 ）

6 図のように，あらかじめメスシリンダーに水33.0cm3を入れて
おき，この水の中に，質量51.2gの金属球を入れた。
⑴ この金属球の体積は何cm3か。 （ 6.5cm3 ）
⑵ この金属球の密度は何g/cm3か。小数第 3位を四捨五入して
小数第 2位まで求めよ。 （ 7.88g/cm3 ）

⑶ この金属球は，右の表のどの金属でできている
と考えられるか。 （ 鉄 ）

7 スプーンの質量をはかったところ，78.8gであった。次に，図
のように，水を入れたメスシリンダーの中にスプーンを入れて，
スプーンの体積を求めた。
⑴ メスシリンダーに入れておいた水の体積は何cm3か。

（ 42.5cm3 ）
⑵ スプーンの体積は何cm3か。 （ 7.5cm3 ）
⑶ スプーンの密度は何g/cm3か。小数第 3位を四捨五入して小数第 2位まで求めよ。

（ 10.51g/cm3 ）
⑷ このスプーンは，右の表のどの金属
でできていると考えられるか。

（ 銀 ）

2

密度によって物質を区別する(1)実験

金属 鉛 銅 鉄 アルミニウム

密度〔g/cm3〕 11.35 8.96 7.87 2.70

70

60

金属 銅 鉄 アルミニウム

密度〔g/cm3〕 8.96 7.87 2.70

40
金属球

30

40

30

金属 鉛 銅 鉄

密度〔g/cm3〕 11.35 8.96 7.87

50 スプーン

40

50

4040

金属 銀 銅 鉄 アルミニウム

密度〔g/cm3〕 10.49 8.96 7.87 2.70
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　　図のような双眼鏡で遠くの物体けを見ると，凸レンズが用いられているのに
上下左右が逆に見えないことに疑問をもち，図中のＡの内部に何かしくみがあ
ると予想した。次に示したものは，像の上下左右を逆にするしくみについて述
べたものである。  にあてはまるものを，あとから選べ。 〈広島〉

（ ㋓ ）
　　【像の上下左右を逆にするしくみ】
　　〇 図のような，立方体をその面の対角線を通る平面で二等分し，できた

断面に鏡をはりつけた「反射台」を 4つ用いる。
　　〇 図の「反射台」は，この鏡に当たる像からの光の入射角が45°になるよ

うに用いる。
　　〇 図の「反射台」4つを  のように配置すれば，像から鏡 1に入射した光は，鏡 1で反射さ

れた後，順に鏡 2，鏡 3，鏡 4で反射されて，鏡 4には像がけのようにうつって見える。

　　音について，次の問いに答えよ。 〈埼玉改〉

⑴ 声をマイクロホンでパソコンに入力し，音の波形を見てみると
図 1のようになった。図 1では，ａをひとかたまりとしてみると，
周期的なパターンが現れていることがわかる。
① 図 1の波形の音の振動数は何Hzか。なお，図 1のａで示し
た範囲を 1回の振動とする。 （ 150Hz ）
② 図１のときよりも高い声を出すと，音の波形はどうなるか。次から選べ。 （ ㋐ ）

⑵ 図 2は，アーティスティックスイミング（シンクロナイズ
ドスイミング）中の選手とスピーカーの位置のイメージであ
る。水面から顔を出したときに，空気中のスピーカーから出
た音楽と水中のスピーカーから出た音楽がずれずに伝わる位
置を点Ｐ，水中のスピーカーと点Ｐの距離を22.5ｍとする
とき，空気中のスピーカーと点Ｐの距離は何ｍか。空気中を伝わる音の速さを340m/s，水中を
伝わる音の速さを1500m/sとして求めよ。 （ 5.1m ）

1

2

Ａ

凸レンズ

鏡

反
射
台

鏡4 鏡3

鏡2 鏡1

像

鏡4

鏡3

鏡2 鏡1

像 鏡4

鏡3

鏡2

鏡1

像 鏡4

鏡3

鏡2 鏡1

像
㋐ ㋑ ㋒ ㋓

0.01 秒
ａ

図１

水中のスピーカー

空気中のスピーカー
図２

選手
プール

㋐ ㋑ ㋒ ㋓
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　　太郎さんと花子さんは，ばねにはたらく力とおもりの質量の関係について興味をもち，次の実験
を行った。100gの物体にはたらく重力の大きさを 1Nとし，ばねと糸の質量，滑車の摩擦は考え
ないものとする。また，ばねはつねに水平になっていて，糸はのびちぢみしないものとする。〈大分〉

　Ⅰ　ばねＡとばねＢを用意して，ばねに加える力を変えてばねの長さを調べる実験を行った。
　　1 　図 1のように，ばねＡの一端を壁に固定し，おもりの質量

を100gから500gまで100gずつ増やし，おもりが静止した
たびにばねＡの長さを読みとった。

　　2 　1と同様に，ばねＢについてもおもりの質量を100gずつ
増やし，おもりが静止したたびにばねＢの長さを読みとった。

　　　表は，1，2の結果をまとめたものである。

　Ⅱ　1，2で調べたばねＡ，Ｂと，いろいろな質量のおもりａ，ｂを用いて次の実験を行った。
　　3 　図 2のように，ばねＢにおもりａとおもりｂをつるしたと

ころ， 2つのおもりは静止した。
⑴ 実験を行う前のばねＡの長さは何cmか。

（ 30cm ）
⑵ 3で，ばねＢののびが30cmのとき，おもりａとおもりｂの
質量は，それぞれ何gか。
ａ（ 300g ）　ｂ（ 300g ）

　　図 3の装置について，太郎さんと花子さんが，先生と次の話をした。

　　先生： 宇宙船内での体重チェックは，宇宙飛行士にとって欠
かせないことだけれど，無重力状態では，ばねを利用
しています。図 3の装置は，その原理を使っています。

　　花子：この箱型の装置ですね。
　　太郎： 中のおもりが，ちょうど宇宙飛行士のかわりというこ

とですね。
　　先生： そうなんです。実際には，おもりの動きを正確に測定する必要があります。今，おも

りが静止しているけど，おもりと装置の底面との間に摩擦力がはたらかないと考えると，
2つのばねにはたらく力の大きさはどんな関係になっていますか。

　　花子： 2つのばねにはたらく力の大きさは， ア  。
　　先生： そうですね。この装置のばねが，あなたたちが調べていたばねＡとばねＢと同じものだ

としたら，ばねＡには何N（ニュートン）の力がはたらいていることになりますか。
　　太郎：計算すると，ばねＡにはたらく力の大きさは イ  Nになります。
　　先生：そう，その通りですね。

⑶ 会話文中の ア  にあてはまることばと イ  にあてはまる数値を，それぞれ書け。
ア（ 同じです ）　イ（ 0.8 ）

3

ばねＡ

図１

100g のおもり

おもりの質量〔g〕 100 200 300 400 500
ばねAの長さ〔cm〕 35 40 45 50 55
ばねBの長さ〔cm〕 30 40 50 60 70

ばねＢ

図２

おもりｂおもりａ

ばねＢばねＡ

65cm
装置の内側の距離

おもりの横幅
3cm

図３

2

A 熱分解
⑴ 化学変化

もとの物質とは異なる別の物質ができる変化を，

　　　　　　　　　　　という。

⑵ 分解

　　 　種類の物質が，　 　種類

以上の別の物質に分かれる化学変化を　　 　と

いう。また，加熱したときに起こる分解を，

　　特に　　 　という。

物質Ａ    物質Ｂ  ＋  物質Ｃ  ＋  ……

⑶ 炭酸水素ナトリウムの熱分解 1

炭酸水素ナトリウムを試験管に入れて加熱すると，

　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　が発生し，

　　 　が残る。

[ ]

[ ] [ ]
[ ]

[ ]
[ ]

[ ] [ ]
[ ]

実験上の注意点

・試験管の口を底よりわずかに　　 　加熱する。

・ 最初は試験管やガラス管の中にあった空気が出てくるため，

最初に集まった気体は使わない。

・ガラス管を　　 　からぬいてから加熱をやめる。

① 炭酸水素ナトリウム…　　 　色の固体。

水に　　 　溶ける。水溶液は，

　溶液で

　　 　色に変化する。

② 炭酸ナトリウム…　　 　色の固体。

水に　 　溶ける。水溶液は，

　 　溶液で

　色に変化する。

[ ]

[ ]
[ ]

[ ]
[ ]
[ ]

[ ]
[ ]

[ ]
[ ]

熱分解 　　

＋  　　　 　

＋  

[ ]
[ ]
[ ]
[ ]

（　　え　　）が発生する。

（ け ）赤色 （ こ ）赤色

（ き ）溶ける。 （ く ）溶ける。

フェノールフタレイン溶液との反応

青色の塩化コバ
ルト紙が（ あ ）
になる。

試験管の口に
（ う ）がつく。

水

石灰水を入れて振る。

火のついた線香を入れると，
火が消える。
⇨酸素ではないことの確認

石灰水が（ い ）。

加熱
（  お　　　  ） （   か　　   ）

水への溶け方

[あ ]

[か ]

[い ]

[き ]

[う ]

[く ]

[え ]

[け ]

[お ]

[こ ]

1 炭酸水素ナトリウムの熱分解

1 物質の分解
1章　化学変化と原子・分子

3

火のついた線香を入れる。
　 線香が炎をあげて燃える。

（ あ ）
加熱 （ い ）が

発生する。

酸化銀

水

みがくと光沢が
出る。（ あ ）

電気をよく通す。
（電気伝導性）
熱をよく伝える。

（熱伝導性）

たたいてうすく広げたり（ い ），
引きのばしたり（延性）できる。

[あ ]

[あ ]

[あ ]

[い ]

[い ]

[い ]
[う ]

⑷ 酸化銀の熱分解 2

酸化銀を試験管に入れて加熱すると，　 　

が発生し，　　　　　　　　　が残る。

[ ]
熱分解 [ ] ＋　[ ]

①酸化銀…　 　色の固体。金属ではない。

② 銀…　　　　　　　　　色の固体。　 　で

 ある。みがくと　 　が出る。

 　　　　　　　　　をよく通し，　 　を

　　　 よく伝える。たたいてうすく　 　たり，

　　　　　　　　　　　　　たりできる。 3

B 電気分解
⑴ 電気分解

水を加熱しても，　　 　に状態変化するだけ

で分解できないが，　　 　を流すと，水も

　　　　　　　　　できる。　　 　を流して，

物質を　　 　することを

　　 　という。

⑵ 水の電気分解 4

水に電流を流すと，陰極で　　 　，

陽極で　　　　　　　　　が発生し，

水が　　　　　　　　　される。

① 簡易型電気分解装置を用いる。

Ｈ字型（Ｈ管型）電気分解装置でも実験できる。

②純粋な水は　　 　が流れにくいので，

　　 　を

用いる。

③気体の発生確認

・ 陰極で発生した気体…　　 　を

近づけると，気体がポンと音を出して燃える。

⇨　　　　　　　　　の確認

・ 陽極で発生した気体…火のついた　　 　を

入れると，線香が炎をあげて燃える。

⇨　　　　　　　　　の確認

水　 電気分解

　　　　 　
  ＋  

　 　　　　 　

[ ]
[ ]

[ ]
[ ] [ ]

[ ]
[ ] [ ]

[ ]
[ ]

[ ]
[ ]

[ ] [ ]
[ ]

[ ]

[ ]
[ ]
[ ]

[ ]
[ ]

[ ]

[ ]
[ ]

[ ]

[ ]
〈陰極〉

[ ]
〈陽極〉

火のつい
た線香を
入れる。

陰極 陽極

陰極 陽極

発生する
気体の体積

水素：酸素
＝

線香が炎
をあげて
燃える。

マッチの
炎を近づ
ける。

ポンと音
を出して
燃える。

（ い ）

うすい水酸化
ナトリウム
水溶液

（ う ）

１
２
３
４
５
６

電源装置
⇨⇨

（あ）： １

2 酸化銀の熱分解

3 金属に共通した性質

4 水の電気分解
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A マグマと火山

1〈要点チェック〉次の（　　）に入ることばを答えよ。太字はポイントとなることばである。
⑴ 地下で岩石が熱などによりどろどろにとけたものを（① マグマ ）といい，①が地表に流れ
出たものを（② 溶岩 ）という。

⑵ 火山が噴火したときに噴き出されたものをまとめて（③ 火山噴出物 ）という。
⑶ マグマが冷えてできる結晶の粒を（④ 鉱物 ）という。④のうち，石英や長石など白っぽいも
のを（⑤ 無色鉱物 ），黒雲母や角閃石など黒っぽいものを（⑥ 有色鉱物 ）という。

⑷ 災害発生時に予想される被害などを整理した地図を（⑦ ハザードマップ ）という。

2 〈火山の噴火〉図は，火山の噴火を模式的に表したものである。
⑴ 図のＡは，マグマが地表に出て冷えて固まったものである。
Ａを何というか。 （ 溶岩 ）
⑵ 噴火のときに，火口から噴き出す気体Ｂを何というか。

（ 火山ガス ）
⑶ ⑵に最も多く含まれている気体は何か。

（ 水蒸気 ）
⑷ 火山噴出物のうち，直径が 2mm以下のものを次から選べ。 （ ㋑ ）
　　㋐　軽石　　　㋑　火山灰　　　㋒　火山れき　　　㋓　火山弾

3 〈火山灰の観察〉双眼実体顕微鏡で火山灰を観察してス
ケッチしたところ，図のような鉱物が見られた。
⑴ 次の文は，火山灰を観察する方法について述べたも
のである。文中の空欄にあてはまる操作を簡単に書け。

（ 指で押し洗いし ）
 　蒸発皿に火山灰と少量の水を入れ，火山灰を ，
水を捨てる操作をにごりがなくなるまでくり返す。
⑵ 鉱物Ａ，Ｂは何か。次からそれぞれ選べ。 Ａ（ ㋔ ）　Ｂ（ ㋑ ）
　　㋐　長石　　㋑　角閃石　　㋒　輝石　　㋓　黒雲母　　㋔　石英　　㋕　カンラン石
⑶ 鉱物Ｃは無色鉱物と有色鉱物のどちらか。 （ 有色鉱物 ）

4 〈火山の形〉図は，火山の形を模式的に表したものである。
⑴ 次の①～③の火山をＡ～Ｃからそれぞれ選べ。
① マグマのねばりけが最も強い。 （ A ）
② 最もおだやかに噴火する。 （ C ）
③ 火山灰や岩石の色が最も白っぽい。 （ A ）
⑵ Ａのような形の火山を，次からすべて選べ。 （ ㋑，㋔ ）
　　㋐　桜島　　㋑　雲仙普賢岳　　㋒　マウナロア　　㋓　富士山　　㋔　昭和新山

マグマだまり

A

B

Ａ：無色で
　　不規則に
　　割れた

Ｂ：暗褐色で
　　長い柱状

Ｃ：黒色で
　　薄くはがれた

Ａ Ｂ

Ｃ
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5〈火山灰と火山〉図は，黒っぽい火山灰
Ａと白っぽい火山灰Ｂを観察し，ス
ケッチしたものである。
⑴ 火山灰Ａ，Ｂの両方に含まれて
いる長石の特徴を次から選べ。

（ ㋐ ）
　　㋐　白色で，決まった方向に割れる。　　㋑　無色で，不規則に割れる。

㋒　黒色で，薄くはがれる。　　　　　　㋓　黒色で，磁石につく。
⑵ 火山灰Ａ，Ｂの色が違うのはなぜか。その理由を次から選べ。 （ ㋑ ）
㋐　火山灰Ａは火山灰Ｂより有色鉱物の粒が小さいから。

　　㋑　火山灰Ａは火山灰Ｂより有色鉱物の割合が多いから。
　　㋒　火山灰Ａは火山灰Ｂより含まれる鉱物の種類が多いから。
⑶ 次の文の①～③にあてはまることばをそれぞれ㋐，㋑から選べ。

①（ ㋑ ）　②（ ㋐ ）　③（ ㋐ ）
火山灰Ａ，Ｂの色のちがいから，火山灰Ｂを噴出した火山は，火山灰Ａを噴出した火山に比

べて，マグマのねばりけが①（㋐弱く　　㋑強く），②（㋐ドーム状の　㋑傾斜がゆるやかな）形
をしており，③（㋐激しく　　㋑おだやかに）噴火するといえる。

B 火成岩

6〈要点チェック〉次の（　　）に入ることばを答えよ。太字はポイントとなることばである。
⑴ マグマが冷えて固まった岩石を（① 火成岩 ）という。
⑵ マグマが地表や地表付近で急に冷え固まってできた火成岩を（② 火山岩 ）といい，マグマ
が地下深いところでゆっくりと冷え固まってできた火成岩を（③ 深成岩 ）という。

⑶　火山岩のつくりは（④ 斑状 ）組織で，深成岩のつくりは（⑤ 等粒状 ）組織である。

7〈火成岩〉図 1は， 2種類の火成岩Ａ，Ｂをルーペ
で観察したときのスケッチで，どちらも白っぽい色
をしていた。
⑴ 図 1の火成岩Ａで，比較的大きな鉱物の部分Ｘ
と，細かい粒でできた部分Ｙを，それぞれ何とい
うか。 Ｘ（ 斑晶 ）

Ｙ（ 石基 ）
⑵ 図 1の火成岩Ａ，Ｂのつくりをそれぞれ何というか。

Ａ（ 斑状組織 ）　Ｂ（ 等粒状組織 ）
⑶ 図 2は，火成岩のできる場所のちがいを模式的に表したものである。
火成岩Ａができたのは，図の㋐，㋑のどちらか。 （ ㋐ ）
⑷ 図１の火成岩Ａ，Ｂの名称を，それぞれ次から選べ。

Ａ（ ㋓ ）　Ｂ（ ㋒ ）
㋐　斑れい岩　　㋑　玄武岩　　㋒　花こう岩　　㋓　流紋岩

輝石

石英

角閃石

長石

長石

火山灰Ｂ火山灰Ａ

Ａ
図１

Ｂ

どちらも白っぽい色をしていた。

Ｘ
Ｙ

㋐図２

㋑
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1 傾斜がゆるやかな火山の形をつくるために，次のような実験を行った。 〈高知〉

　【操作 1】　小麦粉100gに水60mLを加えてかき混ぜて，マグマに見立
てたモデルをつくり，袋Ａに入れた。

　【操作 2】　図１のように，中央に穴をあけた板を三脚の上に水平に置 
き，袋Ａの口を穴の下から通してテープで固定した。

　【操作 3】　袋Ａを手でしぼって，袋の中に入っていたマグマのモデルを
すべて板の上に押し出した。袋Ａから押し出され
たマグマのモデルは，図 2のように盛り上がった
形になった。次に，小麦粉に加える水の量だけを
変えて袋Ｂに入れ，袋Ａと同様の操作を行うと，
図 3のように，傾斜のゆるやかな形になった。
⑴ 次の文は，実験の結果からわかったことをまとめたものである。文中の空欄にあてはまること
ばをそれぞれ書け。 Ｘ（ 多く ）　Ｙ（ ねばりけ ）

　　 　袋Ｂに入れたマグマのモデルは，小麦粉の質量は変えず，加える水の量を60mLより X し
てつくったので，袋Ａに入れたマグマのモデルに比べて Y が弱くなっていた。
⑵ 傾斜がゆるやかな形の火山の，噴火のようすと火山噴出物の色について述べた文として最も適
切なものを，次から選べ。 （ ㋐ ）

　　㋐　噴火のようすはおだやかで，火山噴出物の色は黒っぽい。
　　㋑　噴火のようすはおだやかで，火山噴出物の色は白っぽい。
　　㋒　噴火のようすは爆発的で激しく，火山噴出物の色は黒っぽい。
　　㋓　噴火のようすは爆発的で激しく，火山噴出物の色は白っぽい。

2 次のような手順で，火山灰の観察を行った。 〈徳島改〉

① ある火山の周辺で，火山灰と溶岩のかけらを採集した。この火山灰
と溶岩は，同じマグマの噴火によって生じたものである。
② 火山灰を双眼実体顕微鏡で観察した。図 1はそのときのようすを模
式的に表したものである。
③ 視野の中に見える鉱物の個数を数えたところ，有色の鉱物は28個で，
無色・白色の鉱物は20個であった。これをもとに，すべての鉱物に
対する有色鉱物の割合を計算した。
⑴ 図 2は，火成岩に含まれる有色の鉱物の割合と，火成岩
の種類との関係を示したものである。火山灰といっしょに
採集された溶岩の火成岩の種類を，図 2をもとに書け。

（ 玄武岩 ）
⑵ 図 1のような火山灰が採集できる火山を次から選べ。

（ ㋒ ）
　　㋐　昭和新山　　㋑　雲仙普賢岳　　㋒　マウナロア　　㋓　桜島

テープ穴図１

三脚

袋Ａ

板

袋Aから押し出された
マグマのモデル

図２

板

有色の鉱物
無色・白色の鉱物

0.5mm

図１

有色の鉱物 その他の鉱物

無色・白色の鉱物

玄武岩図２

斑れい岩
有
色
の
鉱
物
の
割
合

70%

35%

10%

安山岩
閃緑岩

流紋岩
花こう岩

袋Ｂから押し出された
マグマのモデル

板

図３

ウイニングノート
ウイニング本誌にぴったり合った内容で
重要用語の確認が簡単に行えます。

図表部分にも書きこめるので
より知識の定着がはかれる

別売

理科で重視される「実験・観察の結果から考察する力」を身につけるために、
図版や写真をカラー化し、実験・観察の流れをよりわかりやすくまとめました。
深い理解をともなった知識を定着させ、どんな問題にも対応できる学力が身につきます。理科 ココを見て

ください

理解を深め強化する
苦手とする生徒の多い、計算や作図、実験・観察の問題を、
さまざまなパターンで、くり返し演習をさせることができ
ます。
例題・類題形式で構成しているので、例題で解き方をおさ
えてから、類題演習を行うことができ、問題を「解く力」
を強化することができます。

実際に入試で出題された活用力を必要とする問題を、精選
して出題しています。近年増加している活用力を必要と
する問題は、知識の暗記だけでは解けません。このページ
では、これまでに身につけた知識や解き方を活用し、解答
を導き出すトレーニングをすることで、活用力をのばす
ことができます。

知識を習得する
必ずおさえておきたい重要事項を、丁寧に解説しています。
行間の文章は、知識と知識をつなげる補足的な説明で、
より深い理解を促します。
図版や写真をフルカラーで、豊富に掲載していますので、
視覚的にも分かりやすくなっています。

知識を定着する
文章の穴埋め問題と大問形式の問題で、重要事項を定着させ
ます。
まず、文章の穴埋め問題で単元の内容の土台となる最重要事
項を確認し、その後、大問形式の問題で、演習しながら知識
の定着をはかります。
「学習のまとめ」のブロックに対応しているので、つまずい
てもすぐに「学習のまとめ」にもどって、確認することがで
きます。

練習
問題

学習の
まとめ

強化
学習

活用力をのばす
活用
問題

学習内容をきわめる
実戦
問題

各単元の到達目標となる、公立高校入試問題に挑戦するページです。実際に
出題された入試問題を掲載していますので、これまでに身につけた力を試す
ことができるとともに、生徒の入試に対するモチベーションを高めることが
できます。

重要事項を丁寧に解説

図版や写真はフルカラーで豊富に掲載

演習しながら、知識を定着させる

文章の穴埋め問題で、土台を固める

実際に出題された入試問題を掲載

近年増加傾向の活用力を必要とする問題を掲載

例題・類題形式で、解き方をおさえる

さまざまなパターンでくり返し演習し、
「解く力」を強化


